
三重県さくらねこTNRプロジェクト

実施報告書

主 催：公益財団法人どうぶつ基金、三重県

申請者：三重県動物愛護推進センター あすまいる

会 場：三重県動物愛護推進センター あすまいる

期 間：平成29年8月21～23日（手術日）



doubutukikin

doubutukikin地域の特徴

三重県の現状

東員町において、飼い主のいない猫が10匹以上定着しており、生活環境に支障を

きたしているとして地元自治会や東員町から相談を受けていた。このことから、平成

29年6月15日から16日にどうぶつ基金の支援を受け、同地区に定着している飼い

主のいない猫の11匹の不妊・去勢手術等を実施したが、手術等を行っていない飼

い主のいない猫の定着が確認されている。

また、6月15日、16日に実施した出張によるさくらねこ不妊手術事業では県内45

地区に定着する飼い主のいない猫（193匹）の不妊・去勢手術等を実施してい

ただいたが、45地区中、38地区においては手術等未実施の飼い主に猫の定着が

確認されており、その数は少なくとも推定220匹となる。 （申請書より）

三重県の猫の殺処分数

三重県では平成27年度1年間で1022匹の猫の殺処分を行っている。殺処分の

うち、8.5割～9割は離乳前の幼齢個体である。不妊手術によってこれだけの殺処

分を予防することができる地域である（注：表中の殺処分数は幼齢個体の分別

を行っていないために、0と表示されている）
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doubutukikin

doubutukikin申請事業の背景・目的

本年5月28日に、三重県の動物愛護管理推進事業の拠点となる三重県動物愛護

推進センター「あすまいる」が開所したが、飼い主のいない猫の減少について、取り組み

のひとつとして掲げている。

このことから、平成29年6月15日、16日にどうぶつ基金の支援を受けながら県内に定

着している飼い主のいない猫193匹の不妊・去勢手術等を実施したが、支援地区

（38地区）において、手術等未実施の飼い主のいない猫が少なくとも約220匹確認

されている。

猫の繁殖能力の高さを鑑みれば、この取り組みについては一過性のものではなく継続し

て行う必要性があることから、本申請に至った。

対象場所の状況（報告書より）

目的

（1）保健所への引取り、殺処分の回避

（2）猫の糞尿等による生活環境が損なわれる事態の回避

（3）「地域猫活動」又は「ＴＮＲ活動」の周知と理解

（申請書より）
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doubutukikin

doubutukikin手術数

各地区の手術頭数内訳（報告書より）

事業を実施するにあたり、県内の各保健所に対して飼い主のいない猫の定

着状況の調査を行い、各保健所の手術数を決定したが、下表のとおり手術

数の変更が生じた。

また、当初の計画では、飼い主のいない猫の不妊・去勢手術等の実施日は

8月22日、23日の2日間としていたが、どうぶつ基金と調整し8月21日から

手術等（20匹）を実施した。その結果、8月23日（最終日）は手術予

定数を上回ったにも関わらず16時頃には搬入された飼い主のいない猫の手

術等を終了することができた。
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doubutukikin

doubutukikin手 術 数

オス メス 耳カットのみ 計

8月21日 10 10 0 20

8月22日 38 52 0 90

8月23日 41 57 0 98

計 89 119 0 208

手術数

不妊去勢手術、耳先のV字カット（さくら耳）、3種混合ワクチン

ノミ・ダニ・回虫の駆除薬（レボリューション）、目薬、補液等

処置内容

所持者
（公財）三重
県動物管理
事務所

あすまいる 保健所 市町 ボランティ
ア等

捕獲器 21 74 14 3 21

収容コン
テナ

46 0 16 0 3

捕獲器・ケージ使用台数



doubutukikin

doubutukikin猫 オス・メス・毛色
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毛色割合

その他、31

キジトラ、30

黒、27三
毛
猫
、
21

白
黒
、
20

茶トラ、16

白、16

茶白

13

さ
び
7

グレー、4

白灰、3

白サバ、1

サバトラ、1

オスメス割合

オス

メス

耳カットのみ

オス43％

メス57％

耳カットのみ0％

キジ白 18



doubutukikin

doubutukikin獣 医 師
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●山口獣医師 ●足立獣医師

●辻獣医師（三重獣医師会伊賀支部長） ●大門獣医師（Mobile VET Office）

どうぶつ基金 ： 山口 、足立

あすまいる ： 久米（所長）、千田、岩城

他行政獣医師

ボランティア参加 ： 辻（三重県伊賀獣医師会支部長）

大門獣医師（Mobile VET Office）



doubutukikin

doubutukikin
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日付 県職員 市町職員 （公財）三重
県動物管理事
務所職員

動物愛護
ボランティア

総数

8/21 動物愛護推進
センター

人数 4 0 1 0 5

8/22 健康福祉部、
動物愛護推進
センター、津保
健所、鈴鹿保
健所、尾鷲保
健所、
伊賀保健所

四日市市

津市
尾鷲市
紀北町

人数 10 5 3 1 19

8/23 健康福祉部

動物愛護推進
センター、桑名
保健所、津保
健所、松阪保
健所、熊野保
健所
奈良県職員

津市
紀宝町

人数 11 4 6 2 23

行 政 職 員



doubutukikin

doubutukikin手 術 会 場 の 様 子

●手術前のミーティング風景 ●タグ付け

●手術待ちの猫たち ●手術前のお腹の毛刈り

●手術
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doubutukikin

doubutukikinメディア掲載

デジタル毎日（8月21日）

毎日新聞（8月22日）
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doubutukikin

doubutukikinメディア掲載

伊勢新聞（8月23日）

三重タイムズ（9月22日）
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doubutukikin

doubutukikin手 術 後 の 様 子

三重県においては、過去にどうぶつ基金による出張手術の支援（3回）をしてい

ただき、そのうち1回については、本年の6月に三重県動物愛護推進センターで実

施している。

前回と同様、出張手術までに至る企画・準備・関係者との調整を三重動物愛護

推進センターが現地での捕獲や術後の放猫（リターン）を各保健所の担当者や

地元住民等が行うといった役割分担をしたことで、円滑に事業を行うことができた。

また、三重県動物愛護推進センター内での出張手術も2回目であったこと、手際

よく作業を行うことができた。

更に、事業実施に関し報道資料提供やホームページへの掲載を行ったことで、地

域住民からの本事業に関する問い合わせも増加傾向にある。

（自己評価書より）
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doubutukikin

doubutukikinま と め

①支援地区内での猫の引取り数ゼロを目指す。

②伊賀地区を中心として実施してきた取組を、三重県全体に拡充するとともに

継続させる。

③三重県内で「地域猫活動」又は「TNR活動」を推進していくため、広報機能

を充実させこの取組の周知と理解を求めていく。

④また、行政だけの取組だけでなく地元住民、動物愛護ボランティア団体などと

連携しながら実践していく。

現時点で、手術頭未実施の猫が県内の保健所が把握しているだけで少なくとも

約500匹以上定着している。

猫の繁殖力の高さを鑑みると、今回の取組を継続して行っていく必要があるの

で、本年3回目のどうぶつ基金の事業の申請を行うとともに中長期的に事業を

継続して実施できるようどうぶつ基金と当所で「さくらねこ不妊協働事業に関する

協定書」の締結を目指す予定でいるので、引き続き尽力していく所存である。

(報告書より抜粋）
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今回は、行政の皆様との連携作業も今まで以上にスムーズに進みました。今後

はさらに連携を強化し殺処分ゼロへのスピードを加速したいと思います。

どうぶつ基金 理事長 佐上邦久
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doubutukikin
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公益財団法人どうぶつ基金

三重県


